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取材・文／本間学

　市
内
に
23
も
の
大
学
・
短
大
が
あ
り
、

約
７
万
人
の
学
生
が
学
ぶ
神
戸
市
。
全

国
有
数
の
大
学
都
市
に
も
か
か
わ
ら

ず
、少
子
化
に
は
強
い
危
機
感
を
持
つ
。

神
戸
市
企
画
調
整
局
・
藤
岡
健
産
学
連

携
推
進
担
当
部
長
は
「
神
戸
市
の
18
歳

人
口
は
、
30
年
前
と
比
べ
て
約
40
％

も
減
少
し
て
い
る
。
問
題
点
は
さ
ら
に

2
つ
。
1
つ
目
は
、
大
学
進
学
時
の
流

出
超
過
。
兵
庫
県
の
大
学
進
学
率
は
高

い
が
、実
態
と
し
て
地
元
よ
り
も
大
阪
、

京
都
の
大
学
に
進
む
高
校
生
が
多
い
。

2
つ
目
は
、大
学
卒
業
時
の
転
出
超
過
。

大
学
数
が
多
い
こ
と
も
あ
り
他
府
県
か

ら
学
生
が
集
ま
る
が
、
卒
業
時
に
県
外

に
出
て
し
ま
う
。
近
年
は
こ
の
よ
う
な

傾
向
が
加
速
し
て
い
る
」と
説
明
す
る
。

　藤
岡
部
長
は
、
学
生
の
志
望
と
雇
用

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
、
そ
の
要
因
の
1
つ

で
は
な
い
か
と
分
析
し
て
い
る
。「
神

戸
の
産
業
構
造
が
学
生
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
て
い
な
い
の
か
、
大
学
が
提
供
す

る
教
育
が
神
戸
の
産
業
に
合
っ
て
い
な

い
の
か
、
要
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ

う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
学
と
産
業
界

の
よ
り
緊
密
な
連
携
の
必
要
は
感
じ
て

い
た
」。

　も
と
も
と
神
戸
市
は
大
学
と
の
連
携

に
熱
心
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
市
と
大

学
と
の
連
携
事
業
は
年
間
5
0
0
件
を

産
学
の
対
話
の
場
を
設
け

人
材
の
育
成
と
定
着
を
促
進
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藤
岡 

健

神
戸
市
企
画
調
整
局

産
学
連
携
推
進
担
当
部
長

地域連携で挑む！

人材流出を産官学で抑制
神戸市「地域連携プラット
フォーム」始動

超
え
て
い
た
。
事
業
を
通
じ
て
企
業
と

大
学
が
対
話
す
る
機
会
も
少
な
く
な

か
っ
た
が
、
人
材
育
成
と
い
う
大
き
な

テ
ー
マ
で
は
、
こ
れ
ま
で
話
し
合
っ
た

こ
と
が
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
神
戸
市
が

掲
げ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
「
神
戸
２
０

２
５
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
は
、
大
学
と
の
連

携
強
化
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ふ

ま
え
て
市
が
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る

の
が「
地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

だ
。　２

０
２
２
年
に
設
け
ら
れ
た
準
備
会

に
は
、
市
内
の
複
数
の
大
学
・
短
大
、

企
業
に
加
え
、
神
戸
商
工
会
議
所
な
ど

の
経
済
団
体
も
参
加
し
て
い
る
。市
は
、

こ
の
会
議
の
中
で
出
た
意
見
を
基
に
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
取
り
組
む
テ
ー

マ
を
３
つ
に
ま
と
め
た
。

　１
つ
目
は
「
優
秀
な
人
材
の
獲
得
」。

大
学
の
情
報
・
魅
力
等
を
積
極
的
に
発

信
し
、
大
学
都
市
神
戸
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
を
図
る
。
２
つ
目
は
「
人
材
育
成

と
定
着
」。
地
域
の
学
習
ニ
ー
ズ
を
ふ

ま
え
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、

地
域
の
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
・
定

着
を
め
ざ
す
。
３
つ
目
は
「
地
域
社
会

へ
の
貢
献
」
で
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
産
官
学
共
創
、

交
流
を
促
進
す
る
。

　さ
ら
に
準
備
会
で
は
、
こ
れ
ら
の

テ
ー
マ
に
関
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み

案
と
共
に
、
K
P
I
の
設
定
に
向
け
た

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
例
え
ば
、「
人

材
育
成
と
定
着
」
の
施
策
の
一
つ
で
あ

る
「
学
生
の
地
域
活
動
促
進
事
業
」
は
、

「
２
０
２
８
年
度
ま
で
に
実
施
回
数
累

計
１
０
０
回
、
参
加
学
生
延
べ
３
０
０

０
人
」
を
達
成
目
標
値
と
す
る
意
見
が

出
て
い
る
。

　準
備
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
関
西
国

際
大
学
の
濱
名
篤
学
長
は
「
市
内
の
大

学
は
、
学
生
募
集
の
観
点
か
ら
見
れ
ば

コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
だ
が
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
、
神
戸
で
学
ぶ
こ
と
や
働
く
こ

と
の
魅
力
を
強
化
し
な
い
と
、
地
域
も

大
学
も
共
倒
れ
に
な
る
と
い
う
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
。
今
は
ま
だ
事
業
案
が

列
挙
さ
れ
て
い
る
状
況
だ
が
、
成
果
指

標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
学
と

産
業
界
で
目
標
が
共
有
し
や
す
い
。

K
P
I
に
よ
っ
て
、
互
い
の
意
識
が
か

み
合
う
だ
ろ
う
」
と
期
待
す
る
。

　プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
拠
点
と
な
る

ス
ペ
ー
ス
も
、
都
心
三
宮
エ
リ
ア
に
開

設
す
る
予
定
だ
。「
大
学
と
企
業
、
行

政
が
神
戸
市
を
支
え
る
人
材
育
成
に
つ

い
て
持
続
的
に
対
話
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。
関
係
者
の
交
流
拠
点
と
し
て
、今
、

三
宮
駅
前
に
あ
る
ビ
ル
の
一
部
を
改
修

し
て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
の
よ
さ
を
生
か

し
て
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
セ
ミ
ナ
ー
も

開
催
し
た
い
」（
藤
岡
部
長
）。

　市
の
考
え
に
濱
名
学
長
も
賛
同
す

る
。「
2
0
0
6
年
に
発
足
し
た
、
兵

庫
県
内
の
大
学
で
組
織
す
る
『
大
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸
』
は
広

域
連
携
。
一
方
、
こ
ち
ら
は
地
域
に
根

ざ
し
た
取
り
組
み
を
重
視
す
る
連
携

だ
。
神
戸
は
多
様
性
を
内
包
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
都
市
で
、
産
業
は
多
岐
に
わ

た
り
、
多
く
の
企
業
が
集
ま
る
。
大
学

と
本
気
で
向
き
合
お
う
と
い
う
企
業
も

多
い
。
地
域
の
特
性
に
合
っ
た

W
i
n-

W
i
n
の
関
係
を
構
築
し
た

い
」。　2

0
2
3
年
度
、
参
加
大
学
と
共
に

具
体
的
な
組
織
体
制
等
の
ル
ー
ル
づ
く

り
を
進
め
、
秋
を
め
ど
に
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
設
立
を
め
ざ
す
。
ま
ず
は
、

地
元
企
業
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
か
ら
着
手
す
る
予
定
だ
。

　「ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
で
進
め
、
そ

の
検
証
結
果
を
ふ
ま
え
、
連
携
事
業
を

拡
充
し
て
い
く
。
県
下
の
産
学
連
携
の

参
考
と
な
る
神
戸
モ
デ
ル
の
構
築
を
め

ざ
す
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会

へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、
市
と
大
学
、

企
業
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
持
続
可
能

な
神
戸
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

（
藤
岡
部
長
）。

K
P
I
を
設
定
し

大
学
、企
業
の
意
識
を
共
有

三
宮
の
ま
ち
づ
く
り
と

連
動
し
拠
点
を
整
備

全国有数の大学都市ながら、若者の転出超過が
課題となっている神戸市。
市の将来を支えるグローカル人材の育成、定着をめざし、
2023年に新たなプラットフォームを開設する。
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京都
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進
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地

行政発事業
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特集  みんなで挑む！人口減

濱
名 

篤

関
西
国
際
大
学

学
長

※神戸市作成資料より

（2021年）

神戸市の18歳人口推移
1990年～2019年（約30年）で8,525人減
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ば
、「
人

材
育
成
と
定
着
」
の
施
策
の
一
つ
で
あ

る
「
学
生
の
地
域
活
動
促
進
事
業
」
は
、

「
２
０
２
８
年
度
ま
で
に
実
施
回
数
累

計
１
０
０
回
、
参
加
学
生
延
べ
３
０
０

０
人
」
を
達
成
目
標
値
と
す
る
意
見
が

出
て
い
る
。

　準
備
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
関
西
国

際
大
学
の
濱
名
篤
学
長
は
「
市
内
の
大

学
は
、
学
生
募
集
の
観
点
か
ら
見
れ
ば

コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
だ
が
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
、
神
戸
で
学
ぶ
こ
と
や
働
く
こ

と
の
魅
力
を
強
化
し
な
い
と
、
地
域
も

大
学
も
共
倒
れ
に
な
る
と
い
う
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
。
今
は
ま
だ
事
業
案
が

列
挙
さ
れ
て
い
る
状
況
だ
が
、
成
果
指

標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
学
と

産
業
界
で
目
標
が
共
有
し
や
す
い
。

K
P
I
に
よ
っ
て
、
互
い
の
意
識
が
か

み
合
う
だ
ろ
う
」
と
期
待
す
る
。

　プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
拠
点
と
な
る

ス
ペ
ー
ス
も
、
都
心
三
宮
エ
リ
ア
に
開

設
す
る
予
定
だ
。「
大
学
と
企
業
、
行

政
が
神
戸
市
を
支
え
る
人
材
育
成
に
つ

い
て
持
続
的
に
対
話
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。
関
係
者
の
交
流
拠
点
と
し
て
、今
、

三
宮
駅
前
に
あ
る
ビ
ル
の
一
部
を
改
修

し
て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
の
よ
さ
を
生
か

し
て
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
セ
ミ
ナ
ー
も

開
催
し
た
い
」（
藤
岡
部
長
）。

　市
の
考
え
に
濱
名
学
長
も
賛
同
す

る
。「
2
0
0
6
年
に
発
足
し
た
、
兵

庫
県
内
の
大
学
で
組
織
す
る
『
大
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸
』
は
広

域
連
携
。
一
方
、
こ
ち
ら
は
地
域
に
根

ざ
し
た
取
り
組
み
を
重
視
す
る
連
携

だ
。
神
戸
は
多
様
性
を
内
包
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
都
市
で
、
産
業
は
多
岐
に
わ

た
り
、
多
く
の
企
業
が
集
ま
る
。
大
学

と
本
気
で
向
き
合
お
う
と
い
う
企
業
も

多
い
。
地
域
の
特
性
に
合
っ
た

W
i
n-

W
i
n
の
関
係
を
構
築
し
た

い
」。　2

0
2
3
年
度
、
参
加
大
学
と
共
に

具
体
的
な
組
織
体
制
等
の
ル
ー
ル
づ
く

り
を
進
め
、
秋
を
め
ど
に
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
設
立
を
め
ざ
す
。
ま
ず
は
、

地
元
企
業
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
か
ら
着
手
す
る
予
定
だ
。

　「ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
で
進
め
、
そ

の
検
証
結
果
を
ふ
ま
え
、
連
携
事
業
を

拡
充
し
て
い
く
。
県
下
の
産
学
連
携
の

参
考
と
な
る
神
戸
モ
デ
ル
の
構
築
を
め

ざ
す
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会

へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、
市
と
大
学
、

企
業
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
持
続
可
能

な
神
戸
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

（
藤
岡
部
長
）。

K
P
I
を
設
定
し

大
学
、企
業
の
意
識
を
共
有

三
宮
の
ま
ち
づ
く
り
と

連
動
し
拠
点
を
整
備

全国有数の大学都市ながら、若者の転出超過が
課題となっている神戸市。
市の将来を支えるグローカル人材の育成、定着をめざし、
2023年に新たなプラットフォームを開設する。

運営体制図 拠点のイメージ

運営
委員会

事務局

プロジェクトチーム プロ
ジェクト人材

獲得
人材
育成

地域
貢献

•地域連携PFの全体戦略や事業計画を決定する組織体の意思決定機関
•年１回開催（臨時総会は適宜開催）
•参画大学学長が出席

•地域連携PFの組織運営、参画団体間の各種調整
•行政発の事業の実施（参画大学だけに限らない平常実施の事業）

•参画大学・企業等からの提案に対して意見を出し合いながら、
地域課題解決等につながるプロジェクトを検討・実施
•プロジェクトチームは、内容に応じた参加大学・企業等で構成

（プロジェクト例）国の補助金事業、学科再編、大学間連携科目等

大学都市神戸のビジョン、
方向性の協議・検討
•地域連携PF準備会の開催
•産官学の連携体制の整備

地域連携PFの体制整備
などの推進の基礎固め
•地域連携PF法人化に向けた
 準備委員会（一般社団法人を想定）
•学生共創コミュニティツール＊1の整備
•大学等連携交流拠点の整備
•産官学連携によるリカレント教育の実施

モデル事業の成功事例普及等
体制整備支援
•大学、企業、行政への政策
 シンクタンク機能の整備
•リカレント教育の充実•拡充
・大学間連携による事業展開

モデル事業の成功事例
横展開
•大学、企業、行政への政策提言
•安定した事業運営・資金獲得

地域連携PF設立（一般社団法人）
重層的な事業の展開・拡大

2022年度 2023年度 2024・2025年度 2026年度～

大学等連携推進法人認定申請

監査

8,332 7,066 2,803

3,190 27,936 7,715

789

京都

大阪

2府県から流入
5,716人

2府県へ流出
10,518人

兵庫 4,927 13,184

京都 大阪 兵庫

出身高校の所在地

進
学
先
の
所
在
地

行政発事業

事務局

特集  みんなで挑む！人口減

濱
名 

篤

関
西
国
際
大
学

学
長

※神戸市作成資料より

（2021年）

神戸市の18歳人口推移
1990年～2019年（約30年）で8,525人減

1990

22,089

1995

19,752

23,000

21,000

19,000

17,000

15,000

13,000

11,000

9,000

7,000
2000

15,893

2005

14,972

2010

13,278

2015

13,180

（人）

13,564

2019 （年）


